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TSURUMAKI News

平成24年4月の診療報酬・介護報酬の同時改定と「団塊の世代」

広報誌（季刊）12号　発行23年11月

２０１1  初冬 号

来年4月に病院にとって非常に関係の深い・影響の大きい医療保険・介護保険の同時改定
が予定されております。特に今回の改定は、高齢者が日本の人口の4分の1（23.3%）近くを
占めるようになり、入院患者についても、半数以上にのぼる現状下で、入院前提要件の改定や
高齢者に係わる医療保険と介護保険の給付対象の整理・検討；診療報酬と介護報酬との整合
性が図られる可能性が強いと思われます。そして、これを契機に医療提供体制の在り方・機能
の明確化を図る改定が実施されそうです。即ち、患者中心の切れ目ない医療連携提供体制『発
症→急性期医療→亜急性期・回復期医療→慢性期医療→介護期・在宅医療』という流れです。
この様に、今回の同時改定は、医療機関の機能別仕分け・医療と介護との連携を促進する改
定となりそうです。
ところで、最近『団塊の世代』という言葉をよく耳にします。戦後直ぐの昭和22年から昭和

24年生まれの約730万人の方々です。その人達が高齢者に達するのが、実は、来年（平成
24年）なのです。従来は、毎年80万人前後の方々が高齢者となっていました。しかし、来年
より数年間、約3倍の235～ 245万人が、高齢者となります。前述の報酬改定についても、
その事が微妙に影響するものと思われます。医療界も、まさしく高齢者医療（慢性期医療）を
抜きには考えられなくなりました。そのような環境の下、当院では、永年に亘り培ってきた『利
用者にとっての最適機能と最適環境を大切にしたケアミックス型の慢性期病院』を目指し邁進
する所存です。何卒、今後とも、引き続きの御協力・御支援の程、宜しくお願い申し上げます。
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患者さまからのご意見・評価などを
紹介します。

『心が折れそうな時も皆様の笑顔に助けられました』　…　退院患者さまアンケートのご意見より
　主人がお世話になりました。遠方の為不安でしたが、主治医やスタッフの皆様方が熱心、一
生懸命で安心しました。心が折れそうな時も皆様の笑顔に助けられました。患者に対していつ
も声を掛けて頂きました。

患者さまの
声

お客さまに選ばれる病院づくりを目指して、退院された患者さま・ご家族から頂いたご意見やご要望について、
ホームページ及び院内掲示にてご紹介しております。

『ミネラル水の設置について』　…　ご意見箱投書より
　　　　冷水は、南館6階にしかなく、是非ミネラル水(ウォーターサー

バー)を各階に設置して欲しいと思います。
　　　　南館6階は、患者さまとご家族の団欒の場所であるため、給茶機

を設置してお茶や冷水を提供しています。嚥下機能が低下した患
者さまが、一人で飲料水を飲まれて誤飲する危険性があり、また
管理上の問題もございますので、各階に飲料水を設置することは
できません。ご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。

ご意見

回　答

鶴巻温泉病院　院長

鈴木　龍太

院長室より　鶴巻温泉病院のリハビリテーション

　今年は鶴巻温泉病院の職員が色々な学会
で多くの賞を取りました。
1. 第29回関東甲信越ブロック理学療法士
学会
「学会奨励賞」リハビリテーション部　

小竹康一・大木雄一
「脳卒中片麻痺患者の体幹機能とベッド
―車椅子間移乗動作能力との関連性」

２. 第6回セコム関東地区合同研究発表会
「金賞」2東病棟介護士　浮田穣、寺地生孝
「透明文字板を拒否したALS患者への
AAC導入の試み」
「金賞」5南病棟介護士　齋藤拓、内田太一

「当病棟の汚物庫に於けるコーヒー豆に
よる消臭効果の検証」
「銀賞」薬剤科　高橋麻衣、内海誠司他
「持参薬の適正使用～薬剤師主体の持参
薬管理によりもたらされるもの～」

３. 第16回日本難病看護学会学術集会
「奨励演題賞」２東病棟看護師　

久秋恭子、下田優子
「想いの共有から患者理解を深める―生
きる力に寄り添う看護・介護を目標に語
り合う―」

　内容の一部はホームページの院長ブログ
でも紹介していますので、それを見てくだ
さい。

　患者さんが安心して入院していただくた
めには、医療の質を高めることが必要です。
そのために当院では職員の研修や研究に力
を入れています。職員が頑張って勉強した
成果が医療の質を上げてくれることを期待
しています。
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トピックス

 リハビリテーション部 科長 米沢 昌宏（写真左）
秋桜祭実行委員会 統括 レクリエーションセクション 主任　堀 真由美（前列中央）

こすもすさい

【秋桜祭を終えて】
ご病気の治療や回復に向けたトレーニングを日々頑張られ
ている患者さま、お仕事の後に毎日お見舞いに来られるご家
族が、様々な思いを抱きながら生活を送られていることと思
います。私たちは、患者さまやご家族に「少しでも息抜きを
していただけないか」、「思い出作りにならないか」との思い
から、年に1度秋桜祭（病院祭）を開催しています。
今年は9月17日（土）・18日（日）に園芸サークルに参加

されている患者さまが心をこめて育てられた秋桜の花が院内を彩り、特設会場での演目には
447名の患者さまと136名のご家族が参加され無事行うことができました。また、各病棟でも
職員による心のこもった演奏会などが行われました。患者さまの背中に手を置き、歌を一緒に口
ずさみ、一緒に涙を流されているご家族、来客の皆さまも患者さまが製作された作品に見入って
おられました。ほんの一時ですが制約の多い入院生活を忘れ、お楽しみいただけたと思います。

在宅療養を希望される患者さんとご家族を積極的に支援しています在宅療養を希望される患者さんとご家族を積極的に支援しています

緩和ケア病棟　担当医

奥津　輝男

　がんは、治療中も治療終了後も、様々
なつらい症状を伴う疾患です。緩和ケア
は、このような患者さんの苦痛をやわら
げます。
　緩和ケア病棟では、がんと診断され、

治療終了となった患者さんや、抗がん治
療を希望されない患者さんに対する療養
の場を提供しています。治療の内容は、
疼痛をはじめとする身体的・精神的なさ
まざまな苦痛症状の緩和であり、抗がん
治療は行っておりません。また、在宅療
養を希望される患者さんとご家族を積極
的に支援しています。当院の緩和ケア病
棟の特色として、リハビリテーションや
レクリエーションに積極的に取り組み、
患者さんのADL（日常生活動作能力）
の維持向上に努めています。
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発行　地域連携サービス室

病院概要
医療法人社団  三喜会  鶴巻温泉病院
〒257-0001　神奈川県秦野市鶴巻北1-16-1
TEL 0463(78)1311 FAX 0463(78)5955
診療科：内科、神経内科、
　　　　リハビリテーション科、歯科
病床数：591床

●湘南リハビリテーションセンター
　回復期リハビリテーション病棟入院料1
　及び重症患者回復病棟加算　206床

●湘南メディカルセンター
　障害者施設等入院基本料 （神経難病リハビリセンター）  60床
　療養病棟入院基本料1 （医療保険適用療養病棟）  60床
　一般病棟 （緩和ケア病棟）  25床
　特殊疾患病棟入院料1 （特殊疾患病棟）  60床
　療養型介護療養施設サービス費（Ⅰ） （介護療養型医療施設）  180床
　病院療養病床短期入所療養介護費（Ⅰ）

●外来診療時間　
　【月～金】 14：00～16：30
　【　土　】   9：30～13：00 （日曜日・祝日は休診）

●交通案内

　平塚駅南口 JA農協ビル前　　  鶴巻温泉病院 南館

送迎バス  つるまきシャトル  運行中

私たちのマナー　五つの約束
１．お互い「挨拶」はハッキリと。
２．「笑顔」は絶やさず、「言葉」は優しく、
「動作」はキビキビとしましょう。

３．「仲間言葉」と仕事場での「言葉遣い」は、
はっきりと区別しましょう。

４．決められた服装と清潔な“身だしなみ”を。
５．全ては患者さんの目線で。
笑顔での仕事が最高のケアです。 
　接遇向上推進プロジェクトチーム

乗降場所（JR平塚駅南口）▲

平塚駅南口
ロータリー

平塚駅南口出口

階段

JA平塚ビル

農協ビル前

至湘南海岸

至茅ヶ崎・横浜JR東海道本線

JA農協ビル前
（JAビルかながわ前）

平　塚　駅

JA農協
ビル

JR平塚駅南口
（JA農協ビル前）

10：40
13：40
15：40

鶴巻温泉病院 南館
（湘南リハビリセンター）

14：30
17：00

【時刻表】

定員25名

湘南メディカルセンター
湘南リハビリテーションセンター

地域連携サービス室
 0463-78-1319
入院相談専用ダイヤル
 0120-131146
ペイシェント・ベル
 0120-250646

news@sankikai .or.jp

安全管理対策室
安全管理対策室とは、患者さま・ご家族
の方・職員がヒヤリとしたことやハットし
たこと困ったこと等の相談を受けて調査・
改善に取り組んでいる部署です。
医療に対してお困りのことや感染に関す
ること、薬のこと等、事故にならないよう
に予防策を考え、未然防止のためのラウン
ドなども行っております。又、患者さまご
家族からの医療に関する相談やご意見をい
ただく窓口としても機能を備えております。
疑問事や困ったことなど遠慮なく届けてく
ださい。迅速な対応で不安や困ったことが
解決され安心して療養していただけるよう
に支援ができたらと考えております。尚、
8 月から呼吸器等の医療の機器を専門に保
守点検する臨床工学技士が一緒に働いてお
ります。日々医療の機器を使用されている
方へ訪問して使用中の機器点検や心のケア
も行っています。安全管理対策室の場所は、
本館 1 階中央部に位置しております。どう
ぞ、気軽にお声をかけて下さい。


